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▼
基
金
の
管
理

　

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
へ

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
金
融
機
関
へ

預
金
し
て
管
理
し
ま
す
。
ま
た
、
最
も

確
実
か
つ
有
利
な
方
法
で
管
理
し
ま
す
。

▼
事
業
の
実
施
と
基
金
の
処
分

　

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

は
、
寄
付
金
を
募
る
際
に
、
あ
ら
か
じ

め
新
温
泉
町
が
示
し
て
い
る
事
業
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
全
部
又
は
一
部
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
寄
付
の
額

　

１
口
５
千
円
を
基
本
と
し
、
何
口
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
寄
付
し
ま
せ
ん
か

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
の
ご
案
内

▼
新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

　

本
町
は
、
海
・
山
・
温
泉
な
ど
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
但
馬
牛
、
松

葉
か
に
と
い
っ
た
全
国
に
誇
る
地
域
資

源
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
町
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
本
町
が
有
す

る
貴
重
な
自
然
・
資
源
の
継
承
な
ど
を

目
的
と
し
て
「
新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

▼
基
金
の
目
的

　

新
温
泉
町
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
個

性
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
地
域

福
祉
の
向
上
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
き

地
域
資
源
の
保
全
、
活
用
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
寄
付
を
募
り
ま
す
。

湯村温泉　荒湯

但馬牛

海上傘踊り

旭洞門

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
ふ
る
さ
と
」
と
は
、
ど
ん
な
場
所
で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
場
所
。
両
親
が
住
む
場
所
。
旅
行
で
訪
れ
た
思
い
出
の
場
所
。
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い
う
新
し
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
自
分
の
好
き
な
「
ふ
る
さ
と
」
に
寄
付
を
す
る
こ
と
で
、
今
住
ん
で
い

る
市
町
村
で
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
な
ど
優
遇
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
心
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
」
へ
の
思
い
を
寄
付
と
い
う
形
に
変
え
、
ふ
る

さ
と
の
町
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



3

H20（2008）.8.14

広報しんおんせん（8月号）

▼
寄
付
金
の
使
い
み
ち

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
次

の
４
つ
の
施
策
の
財
源
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
個
性
あ
ふ
れ
る
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

①
自
然
環
境
の
保
全
及
び
景
観
の
維

持
、
再
生
に
関
す
る
事
業

②
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
及
び
健
康

増
進
に
関
す
る
事
業

③
但
馬
牛
・
松
葉
か
に
・
ホ
タ
ル
イ
カ
等

地
域
特
産
物
の
振
興
に
関
す
る
事
業

④
伝
統
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

▼
寄
付
の
申
し
込
み
方
法

　

寄
付
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
「
寄

付
申
込
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
を
い
た
だ
い

た
後
、
本
町
か
ら
寄
付
申
込
書
等
関
係

書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
使
途
の
指
定
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
の
な

い
場
合
は
、
新
温
泉
町
長
が
指
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
寄
付
金
の
状
況
報
告

　

寄
付
金
の
運
用
状
況
は
、
毎
年
度
終

了
後
６
ヶ
月
以
内
に
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

財
政
係

　

TEL
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

　

FAX
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
０
５
４

知人、親戚の方への呼びかけをお願いします
　本町では、この制度の効率的な活用を図るた
め、町外にお住まいの方々に対して、制度の説
明をさせていただき、寄付をお願いしたいと考
えています。
　より多くの方々にこの制度を知っていただくた
め、皆さんの知人や親戚の方などへ呼びかけや、
案内先の紹介をしていただきたいと考えていま
す。住民参加による個性あふれるふるさとづく
りに向けて、皆さんのご協力をお願いします。

◆ふるさと納税のしくみ
控除対象者 個人住民税を完納されている方

控除対象
全都道府県、市区町村
※寄付先はお住まいの地域や出身地などに

関係なく、自由に選択できます。

控除方式

寄付した年の所得税還付や翌年度の個人住
民税からは「税額控除方式」で控除を受ける
ことができます。ただし控除を受けるために
は、申告手続きが必要です。
◇適用下限額：5 千円
◇上　限　額：個人住民税所得割の 1 割
※控除対象額は、寄付者の家族構成や給与収

入額等で異なります。

税務署

住所地の市区町

告
書

申

寄付者

①寄付

②領収書

③確定申告

④所得税還付

⑤住民税決定
　　　通知書

⑥住民税納付

ふるさと

新温泉

ふるさと

新温泉

◆ふるさと納税の流れ

住民税減税額＝①基本控除額＋②特例控除額
※ 1

①＝（年間寄付額
※ 2

－ 5 千円）× 10％
②
※ 1

＝（年間寄付額
※ 2

－ 5 千円）×（90％－所得税率）
　※ 1　総所得金額等の 30％が上限です。
　※ 2　住民税所得割額の 10％が上限です。

●給与収入 700 万円で
　　　　　　　夫婦 2 人のケースの計算例
　・所得税の限界税率 10％
　・住民税所得割額　293,500 円

◆寄付金控除額の計算方法

寄付金　4 万円

寄付控除対象　3 万 5 千円

住民税の税額控除　3 万 1500 円

②〔住民税の特例控除額〕90％－ 10％＝ 80％
35,000 円× 80％＝ 28,000 円
住民税所得割の 1 割は 29,350 円なので限度額の範囲内

①〔住民税の基本控除額〕
35,000 円× 10％＝ 3,500 円

適用下限額＝
5,000 円（寄
付金控除の対
象外）

所得税の所得控
除による税額軽減
35,000 円 ×
10％＝ 3,500 円

（減税された額を納付）
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町政のうごきから
　

21
世
紀
を
先
導
す
る―

日ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
タ
ウ
ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て
③

　

浜
坂
地
域
は
、
高
速
・
大
容
量
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷
設
し
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
を
延
伸
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
合
併
後
の
ま
ち
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
と
の
情

報
格
差
を
是
正
し
、地
域
産
業
の
振
興
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
企
業
誘
致
や
若
者
定
住
も

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
は
「
③
若
者
の
雇
用
の
場
の
確

保
と
定
住
促
進
」
で
す
。

【
情
報
通
信
技
術
活
用
の
個
別
目
標
】

①
農
林
水
産
業
の
活
性
化

②
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・
交
流
の

促
進

③
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
促
進

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

⑤
暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上

⑥
教
育
環
境
の
充
実

若
者
の
雇
用
の
場
の 

　
　

確
保
と
定
住
促
進

　

産
業
の
振
興
と
と
も
に
、
若
者
の
雇

用
の
場
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
情
報
通
信
技
術
活

用
の
６
つ
の
個
別
目
標
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

て
い
る
。地
元
に
雇
用
の
場
が
少
な
く
、

若
者
の
町
外
へ
の
流
出
が
多
い
こ
と
か

ら
、
企
業
誘
致
の
促
進
に
よ
る
若
者
の

雇
用
の
場
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
定

住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
新
し
い
分
野
の
企
業
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ（
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ

ス
・
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
）
な
ど
の
新
し

い
就
業
形
態
の
創
出
、
定
住
人
口
の
増

加
に
向
け
た
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
も
望
ま
れ
る
。

◆
基
本
方
針
①

　

企
業
誘
致
の
促
進
と

　
　
　
　
　

新
た
な
雇
用
形
態
の
創
出

　

優
良
な
企
業
を
誘
致
し
、
新
た
な
雇

用
の
場
を
創
出
す
る
た
め
に
も
高
度
な

情
報
通
信
基
盤
の
構
築
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
活
用

に
よ
る
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
に
努

め
る
。

　

若
者
の
新
た
な
雇
用
形
態
と
し
て
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
を
支
援
す
る
な
ど
積
極
的
に
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
地
場
産
業
の
育

成
と
新
た
な
雇
用
形
態
の
創
出
に
つ
な

げ
て
い
く
。

広報しんおんせん（8月号）

H20（2008）.8.14

新規学卒・Ｕターン就職者激励会の様子
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町政のうごきから

夢
ネ
ッ
ト（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

体
験
コ
ー
ナ
ー

　

町
民
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
夢

ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
、
好
評
に
つ

き
９
月
末
ま
で
延
長
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ブロードバンドあれこれ③
「次世代ブロードバンド戦略 2010」

　行政は、住民の要望に基

づいてサービスを提供する

ことはとても大切なことで

すが、その一方で、現段階

では住民要望は少ないよう

に見えても、国・県の政策

や将来のまちのありようを

見据え先取りして行く施策

もあるのではないかと考えられます。

　早稲田大学教授 三友 仁志先生は、ブロードバン

ド整備について、次のようなことを述べていますの

で、そのまま引用します。

　【ブロードバンドを利用できない地域では、あれば

実現できたかもしれないさまざまな機会が失われて

しまっていることも事実です。

　問題は、このような機会損失を日常生活の中にお

いて ” 地域住民等が知覚することは困難である ” た

めに、ブロードバンドに対する地域のニーズが自律

的に形成されにくい点にあります。】

「ＩＣＴ政策大綱」（平成 17 年 8 月 総務省）におい
ては

① 2008 年までにブロードバンド・ゼロ市町村を解

消、2010 年までにブロードバンド・ゼロ地域を

解消し、ブロードバンド基盤の全国的整備を実現

する。

② 国際競争力の強化等の観点から、2010 年までに

上り 30Mbps 級以上の次世代双方向ブロードバン

ドの世帯カバー率を 90％以上とする。

とされています。

　新温泉町ケーブルテレビ事業は、この国家プロ

ジェクト「次世代ブロードバンド戦略 2010」（ＢＢ

―ＪＡＰＡＮ　Task　Force　2010）に沿った事業

です。

◆
基
本
方
針
②

　

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　

受
け
入
れ
体
制
の
構
築

　

団
塊
の
世
代
や
若
者
を
は
じ
め
と
し

た
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
向
け

た
町
内
の
企
業
情
報
、
求
人
情
報
や
住

居
情
報
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
定

住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

●
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
応
援
サ
イ
ト
を

開
設
し
、
町
内
の
雇
用
情
報
や
住
宅

情
報
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
経
験
者

の
紹
介
等
を
提
供
す
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
企
業

誘
致
情
報
や
空
き
店
舗
情
報
等
を
提

供
す
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｔ

及
び
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
に
対
し
て
関

連
情
報
等
を
提
供
す
る

▼
設
置
場
所

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

ロ
ビ
ー

▼
設
置
期
間

　

平
成
20
年
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

▼
利
用
時
間　

平
日
の
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
30
分

▼
設
置
台
数　

1
台

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

広報しんおんせん（8月号）

H20（2008）.8.14

※
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

　
（Sm

all O
ffi

ce H
om

e O
ffi

ce

）

　

一
般
的
に
は
在
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
仕
事
を
行
う
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
、

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
や
大
不
況
の
影

響
で
、
少
し
ず
つ
雇
用
形
態
が
変
化
し

て
き
た
こ
と
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
始
ま
り

と
言
え
る
。

※
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

Ｕ
タ
ー
ン　

出
身
地
か
ら
地
域
外
へ
進
学

や
就
職
の
た
め
都
会
に
出
た
後
、
出
身

地
に
戻
る
こ
と
。

Ｊ
タ
ー
ン　

出
身
地
か
ら
地
域
外
へ
進
学

や
就
職
の
た
め
都
会
に
出
た
後
、
出
身

地
の
近
隣
地
域
に
戻
る
こ
と
。

Ｉ
タ
ー
ン　

出
身
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
住

み
た
い
地
域
を
選
択
し
移
り
住
む
こ
と
。
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水
道
だ
よ
り 

　

水
道
財
政
の
現
状
（
料
金
と
給
水
原
価
）

◆温泉地域料金表　　　　　　　　　　（消費税は外税金額）
口径
ｍｍ

１か月につき
基本水量（㎥）

１か月につき
基本料金（円）

１㎥につき
超過料金（円）

メーター
使用料金（円）

13 8 1,000

125

60
20 20 2,500 110
25 32 4,000 130
30 50 6,250 160
40 84 10,500 350
50 166 20,750 780
75 330 41,250 1,100

◆近隣市町の水道料金（10㎥、20㎥の使用料）
新温泉町 10㎥

温泉地域
20㎥

浜坂地域

香美町（香住区）

香美町（村岡区）

豊岡市

朝来市

養父市
丹波市
篠山市

1,375 円 2,685 円

1,680 円

1,050 円

1,155 円

1,575 円

1,520 円

1,648 円

2,215 円

1,711 円

2,940 円

1,520 円

2,205 円

2,520 円

2,990 円

3,538 円

3,985 円

4,549 円

◆浜坂地域料金表　　　　　　（消費税は内税金額）
口径
ｍｍ

１か月につき
基本水量（㎥）

１か月につき
基本料金（円）

１㎥につき
超過料金（円）

専
用
給
水
栓

13 10 1,680

126

20 20 3,360
25 40 6,720
40 200 33,600
50 500 84,000
75 1,000 168,000

100 5,000 840,000

維持管理費
74,574 千円

減価償却費
162,012 千円

企業債利息
51,160 千円

人件費
39,163 千円

収益的支出　326,910 千円
◆平成 19 年度新温泉町水道事業決算　損益計算書

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
給水原価 195 189 186 173 175 173 155 171 176 203
供給単価 151 151 149 149 150 149 148 149 150 151
給水原価＝１㎥の水道水を作るためにかかる金額
供給単価＝１㎥の水道水を売る（供給する）金額

◆供給単価と給水原価の推移（1㎥当たり）

※減価償却と企業債利息は、温泉地域の
水源改良（膜ろ過）や送・配水管の敷
設替等の施設改良によります

※平成 18 年度決算では、1 千 7 百万円
の純損失（赤字）でした。

※平成 20 年度当初予算では、1 億円の
赤字予算です。

※収入（供給単価）を費用（給水原価）が上回り、平成 19 年度決
算では「1㎥当り 52 円の赤字」になっています。（平成 19 年度
有収水量 約 159 万㎥）

その他の収益
8,837 千円

水道料金
240,536 千円

経営補助金
46,918 千円

純損失
30,618 千円

収益的収入　296,291 千円

　

本
町
の
水
道
事
業
は
、
温
泉
地
域
は
昭
和
48
年
７
月
、
浜
坂
地
域
は
昭
和
50
年
10

月
に
給
水
開
始
以
来
、「
安
全
で
安
心
な
水
道
」
と
し
て
、
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
17
年
10
月
に
、
２
町
が
合
併
し
水
道

料
金
も
旧
町
単
位
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
水
道
料
金
の
統
一
に
つ

い
て
は
、
合
併
協
定
項
目
で
『
合
併
後
５
年
を
目
途
に
調
整
す
る
』
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
現
在
「
水
道
料
金
審
議
会
」
に
お
い
て
、
以
下
の
現
行
料
金
に
つ
い
て
審
議

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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現
在
、
町
た
ば
こ
税
は
、
固
定
資
産

税
、
町
民
税
に
次
ぐ
貴
重
な
町
の
収
入

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を
購

入
の
際
は
、
ぜ
ひ
町
内
の
販
売
店
で
お

買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。（
平
成
19
年
度
の
町
た
ば
こ

税
約
８
８
０
０
万
円
は
、
町
づ
く
り
の

広報しんおんせん（8月号）

H20（2008）.8.14

た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

　

た
ば
こ
税
（
国
た
ば
こ
税
、
た
ば
こ
特
別
税
、
県
た
ば
こ
税
、
町
た
ば
こ
税
、

消
費
税
）
は
、
私
た
ち
が
購
入
す
る
た
ば
こ
の
代
金
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
町
た
ば
こ
税
は
、
購
入
し
た
販
売
店
の
所
在
す
る
町
の
収
入
と
な
り
ま
す
。

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。）

※
喫
煙
者
の
皆
さ
ん
は
、
喫
煙
マ
ナ
ー

の
向
上
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

住
民
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

◆たばこ税の仕組み

国たばこ税
71.04 円（23.7％）

地方たばこ税
87.44 円（29.1％）

たばこ特別税
16.40 円（5.5％）
消費税
14.28 円（4.8％）

※ 1 箱 300 円商品の場合

内訳

全額免除 半額免除
※障害者を世帯構成員に有し、下記の条件を満たす

場合
※障害者が契約者かつ世帯主で、下記の条件を満た

す場合
平成 20 年 9 月 30 日まで 平成 20 年 10 月 1 日から 平成 20 年 9 月 30 日まで 平成 20 年 10 月 1 日から

身体障害者
手帳所持者

一定の生活状態（生活保
護基準額程度）以下の世
帯

【障害等級は問わない】

世帯全員が町民税非課税
【障害等級は問わない】

①視覚・聴覚障害者
【障害等級は問わない】
②重度の肢体不自由者

【1、2 級所持者のみ】

①視覚・聴覚障害者
【障害等級は問わない】
②重度の身体障害者
※内部機能障害等を追加

【1、2 級所持者のみ】
知的障害者

（療育手帳
所持者）

世帯全員が町民税非課税
【障害者がＡ判定所持者】

世帯全員が町民税非課税
【障害等級は問わない】

重度の知的障害者
【Ａ判定所持者】

精神障害者
保健福祉手
帳所持者

世帯全員が町民税非課税
【障害等級は問わない】

重度の精神障害者
【１級所持者】

障害のある方を対象としたＮＨＫ放送受信料の免除について
平成 20 年 10 月 1 日から免除基準が次のとおり拡大されることにより、免除申請の受付を行います。
※従来の基準で免除になっていた方は引き続き免除対象となりますが（手続き不要）、半額免除から全額

免除に変更となる方は改めて免除申請が必要です。

◇申請に必要なもの　各障害者手帳、印鑑（申請書は役場またはＮＨＫ窓口にあります）

◇申請・問い合わせ　役場福祉課　福祉係　　　　　　　　　  ℡（０７９６）８２ ‐ ５６２０
　　　　　　　　　　温泉保健福祉センター「すこやか～に」　℡（０７９６）９９ ‐ ２９４０
　　　　　　　　　　ＮＨＫ姫路支局　　　　　　　　　　　  ℡（０７９）２２５ ‐ １９０１

たばこの税負担合計：189.16 円／箱（63.1％）

県たばこ税 21.48 円
町たばこ税 65.96 円
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①
平
成
20
年
度
の
保
険
料
の
軽
減
対
策

（
手
続
き
は
不
要
で
す
）

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険

料
を
軽
減
し
ま
す
。（
７
月
に
送
付
し

ま
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
の
「
保
険
料
算
定
の
基
礎
」

の
項
目
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
軽
減
に

該
当
す
る
か
確
認
で
き
ま
す
。）

ア
均
等
割
額（
年
額
４
万
３
９
２
４
円
）

が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
方

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
「
⑦
軽
減

額
」
欄
が
３
万
７
４
７
円
の
方
は
、
均

等
割
額
を
一
律
8.5
割
軽
減
し
ま
す
。（
均

等
割
額(

年
額)

は
、
１
万
３
１
７
７

円
か
ら
６
３
０
０
円
に
下
が
り
ま
す
。）

イ
所
得
割
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
、
保

険
料
の
算
定
対
象
所
得
（
総
所
得
金
額

等
か
ら
基
礎
控
除
33
万
円
を
引
い
た
金

額
）
が
58
万
円
（
年
金
収
入
の
み
の
場

合
、
２
１
１
万
円
）
以
下
の
方

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
「
①
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
」
欄
が

58
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
割
額
を

一
律
５
割
軽
減
し
ま
す
。（
年
金
収
入

２
１
１
万
円
の
み
の
場
合
は
所
得
割

額
（
年
額
）
が
４
万
６
８
０
６
円
か
ら

２
万
３
４
０
３
円
に
下
が
り
ま
す
。）

※
平
成
21
年
度
以
降
の
軽
減
対
策
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
内
容
が
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
政
府
・
与
党
に
お
い
て
新
た
な
対
策
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

①
平
成
20
年
度
保
険
料
の
軽
減
対
策
、
②
保
険
料
の
納
付
方
法
の
変
更
で
す
。
①
の

平
成
20
年
度
保
険
料
の
軽
減
対
策
に
つ
い
て
は
、
８
月
４
日
開
催
の
広
域
連
合
議
会

で
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
軽
減
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
８
月
下
旬
頃
に
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
変
更
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）
の

　
　
　

保
険
料
に
関
す
る
見
直
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

②
保
険
料
を
年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ

て
い
る
方
の
納
付
方
法
の
変
更
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
変
更
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
し
出
が
必
要
で
す

　

現
在
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
引
き
去

り
さ
れ
て
い
る
方
や
今
後
、
年
金
か
ら

引
き
去
り
さ
れ
る
方
の
う
ち
、
次
の
要

件
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方
は
、
申

し
出
に
よ
り
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ア
要
件

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
確
実
に

納
付
し
て
い
た
方（
滞
納
が
な
い
方
）

で
本
人
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
に
よ

り
納
付
す
る
場
合

・
連
帯
納
付
義
務
者
（
世
帯
主
又
は
配

偶
者
）
が
い
る
方
（
本
人
の
年
金
収

入
が
１
８
０
万
円
未
満
の
方
）
で
連
帯

納
付
義
務
者
（
世
帯
主
ま
た
は
配
偶

者
）
の
口
座
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

※
８
月
18
日
（
月
）
ま
で
に
申
し
出
を

さ
れ
た
方
は
10
月
以
降
の
年
金
か
ら

の
引
き
去
り
を
中
止
し
ま
す
。（
そ

れ
以
降
は
、
申
し
出
を
さ
れ
て
か
ら

年
金
か
ら
の
引
き
去
り
を
中
止
す
る

ま
で
２
～
３
ヵ
月
か
か
り
ま
す
。）

　
　イ

申
し
出
先　

　

役
場
健
康
課
若
し
く
は
温
泉
総
合
支

所
住
民
福
祉
課

ウ
持
参
す
る
も
の

　

被
保
険
者
証
、
預
金
通
帳
、
銀
行
印

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

福
祉
医
療
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合
事
務
局

　

℡
（
０
７
８
）
3
２
６
‐
２
０
２
１
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新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
公
園

　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
使
用(

試
行)

に
つ
い
て

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

新温泉町クリーン
センター熱交換器
等点検清掃業務

田井

ガラス式熱交換器、鋼管
式熱交換 器、焼却炉 灰
シュート部の点検清掃及
び破損ガラス管の取替　
　１式

3,433,500 平成 20 年 6 月 18 日～
　平成 21 年 3 月 25 日 虹技㈱

ポケットパーク整
備関連　旧薬師湯
解体撤去工事

湯 旧薬師湯解体工事
　１式 7,749,000 平成 20 年 6 月 24 日～

　平成 20 年 8 月 11 日
㈱中村建設
　ナカフサ

（平成 20年 6月 16日～平成 20年 7月 15日契約分）

▼
公
園
施
設
の
名
称

　

新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
公
園

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

▼
所
在
地

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
下
タ
山
43
番
地

▼
試
行
の
内
容

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
う
た
め
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
使
用

す
る
こ
と

▼
試
行
期
間

　

平
成
20
年
８
月
25
日
～
９
月
30
日
の

月
～
金
曜
日
。
た
だ
し
、
残
土
処
分

場
へ
残
土
搬
入
の
予
定
が
あ
る
日
は

通
行
に
配
慮
し
、
使
用
日
を
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
使
用
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

▼
使
用
料

　

無
料

▼
使
用
申
込
方
法

◇
受
付
場
所

　

浜
坂
建
設
残
土
処
分
場
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
（
新
温
泉
町
浜
坂
77
番
１
）

◇
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
正
午
及
び
午
後
１
時
～
５
時
30
分

◇
使
用
で
き
る
方　

町
内
在
住
、
在
勤

又
は
在
学
の
方

　

浜
坂
地
域
味
原
地
内
に
完
成
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
、
供
用
開
始
に
向
け

て
準
備
中
で
す
が
、
正
式
な
供
用
開
始
の
前
に
試
行
的
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
し
ま
す
。

※
使
用
日
の
３
日
前
ま
で
に
管
理
事
務

所
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
予
約
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
使
用

当
日
は
使
用
前
に
管
理
事
務
所
へ
お

越
し
い
た
だ
き
、
使
用
開
始
の
旨
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項
等

①
火
気
を
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

②
使
用
後
は
整
理
及
び
清
掃
を
行
い
、

次
の
使
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

③
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
係
り
の
者
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

⑤
使
用
日
時
が
変
わ
る
場
合
は
、
管
理

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

⑥
使
用
後
は
、
管
理
事
務
所
へ
お
越
し

い
た
だ
き
、
使
用
終
了
の
旨
連
絡
を

し
て
下
さ
い
。

⑦
施
設
に
損
傷
を
与
え
た
場
合
の
復
旧

経
費
は
原
因
者
に
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

浜坂多目的公園グラウンドゴルフ場



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「８月のおすすめの本」
ご案内

地球温暖化のしくみ 
　寺門和夫著・江守正多監修／ナツメ社
世界各国の異常現象をはじめ、温暖化
のメカニズム、将来の予測など、私た
ちが知っておかなければならない地球
温暖化について、わかりやすく解説し
ている。

後期高齢者医療がよくわかる
寺尾正之監修／リヨン社

日本全体をある長屋に置き換えて、後
期高齢者医療制度のポイントを解説し、
内容を分かりやすく説明している。高
齢者、国、地方自治体、医師、現役世
代の医療制度に対するホンネが分かる
１冊。

抜け参り薬草旅
　出久根達郎著／河出書房新社

天保元年、瀬戸物問屋の小僧・洋吉は、
お蔭参りの一人旅に出かけた。箱根峠
にさしかかったところで、薬草採りの
庄兵衛と意気投合し、道連れになった。
ところが、二人が行く先々で薬を狙っ
た怪しい事件に巻き込まれることに…。
波乱万丈の長編小説。

やさいノート　知ってとくする食べておいしい
いわさゆうこ ･ 作／文化出版局

私たちは、今、食べている野菜のこと
をどれだけ知っているのだろう。いつ
日本にやってきたのか？野菜の成分
は？など果菜、葉茎菜、根菜、きのこ、
ハーブ、山菜に分けて、野菜の知識を
イラストや写真を交えて詳しく解説。

しちどきつね
上方落語・七度狐より　たじまゆきひこ作／くもん出版

お伊勢参りの旅の途中のきろくとせい
はちは、畑から盗んだすいかを割って
みるとまだ熟れていなかったので、草
むらへ投げ捨ててしまった。投げたす
いかが寝ていたきつねの頭にあたった
から大変なことに。そのきつねは、た
だのきつねではなかった…。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『とってもとってもあついひ』他
◆と 　き　8月23日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　　　　       
『すいかのたね』
◆と 　き　8月23日（土）午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（8月号） 10

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

は休館日
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広報しんおんせん（8月号）

●各地区人権学習会（参加費無料）
　◇時間　午後７時３０分～９時

　◇内容　障がい問題等人権啓発ビデオドラマ上映、お話　

兵庫県・兵庫県人権啓発協会 
平成 20 年度人権問題文芸作品「のじぎく文芸賞」募集

　人権の大切さや思いやり、支えあうことの素晴らしさなど、人権文化の創造や人権問題の解決に関する
内容が描かれた文芸作品を募集しています。
◇募 集 期 間　９月 30 日（火）まで
◇応 募 資 格　県内在住、在勤、在学の人
◇募 集 内 容　小説、手記、作文、詩、創作童話（字数制限あり、未発表・未投稿の自作作品に限る）

◇問い合わせ　㈶兵庫県人権啓発協会　℡（０７８）２４２ ‐ ５３５５

「差別をなくし人権文化をすすめる町民運動」 
8 月推進強調月間の行事予定

地　区 日　時 会　場 上映ビデオ
大　庭  8 月 22 日（金） 浜坂南小学校 2 階ふれあいルーム アニメドラマ

「新ちゃんがないた！」
三　尾  8 月 23 日（土） 御火浦集会所
諸　寄  8 月 24 日（日） 諸寄基幹集落センター
浜　坂  8 月 27 日（水） 文化会館２階大会議室 ドラマ「ぼくのお姉さん」

―問い合わせ―
文化会館

℡（０７９６）８２ ‐ ３３２８

　

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
は
、
座
っ
た

ま
ま
の
状
態
で
行
う
６
人
制
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
、
女
子
は
２
０
０
４
年
の
ア
テ

ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種
目
と

な
り
、
朝
野
さ
ん
ら
日
本
代
表
チ
ー
ム

は
今
回
が
初
め
て
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

　

温
泉
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活

躍
し
た
朝
野
さ
ん
は
、
中
学
３
年
生
の

時
に
病
気
の
た
め
に
左
足
を
失
い
、
昨

年
３
月
、
義
足
の
新
調
に
伴
う
リ
ハ
ビ

リ
時
に
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
シ
ッ

テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
、
週
末
は
練
習
の
た
め
に
神

戸
市
ま
で
通
い
、
め
き
め
き
と
実
力
を

つ
け
て
代
表
の
座
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
「
び
っ
く
り
し
た
。
当
初
は
私
で
良

い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
代
表
に

選
ば
れ
た
時
の
心
境
を
謙
虚
に
語
る
朝

野
さ
ん
。
７
月
中
に
２
回
の
東
京
で
代

表
合
宿
を
経
て
「
良
い
方
向
で
チ
ー
ム

に
ま
と
ま
り
が
出
て
き
た
。
大
き
な
声

を
出
し
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
（
月
）、
浜
坂
多
目
的
集

会
施
設
で
朝
野
選
手
の
壮
行
会
を
計
画

し
て
お
り
、
朝
野
さ
ん
ら
日
本
代
表
は

８
月
末
に
、
中
国
入
り
し
９
月
７
日
に

オ
ラ
ン
ダ
と
の
初
戦
を
迎
え
ま
す
。

　

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
日
本
代
表
選
手

に
選
ば
れ
た
朝
野
久
美
さ
ん
（
新
温
泉
町
歌
長
）
が
、
7
月
28
日
（
月
）
新
温
泉
町

役
場
を
訪
れ
、
馬
場
町
長
に
「
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
健

闘
を
誓
い
ま
し
た
。

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
日
本
代
表
選
手

　

朝
野
久
美
さ
ん　

役
場
を
訪
問

　

馬
場
町
長
へ
出
場
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　

抱
負
を
語
る
朝
野
さ
ん
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 7 月 24 日現在

広報しんおんせん（8月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ ェ ー タ ー、
ウェートレス 不問 750 ～ 950

販売補助 800 ～ 950
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200
日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 790

㈲山米鮮魚 事務 不問 750 ～ 850
加工 750

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500

㈱コメリ 販売員 不問 750 ～ 800
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000

㈲ニシオカ石材 墓石の施工、
販売 不問 800 ～ 900

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋 布団敷き 不問 800
客室係 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200 ～ 1,400

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

750
看護員 950
ケアマネージャー 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
㈲ ゆ む ら 観 光
伯雲亭 旅館手伝い 不問 700 ～ 800

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300
オザキ住建㈱ 営業 不問 238

さかい歯科医院
歯科衛生士 不問 175 ～ 225
受付、アシ
スタント 不問 145 ～ 180

日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 151
㈲山米鮮魚 ホームページ

作成補助 不問 130 ～ 180
㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250 ～ 300
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員、
調理師 不問 133 ～ 146
栄養士 144 ～ 176

㈱隆栄水産
営業 不問 190 ～ 300
販売管理 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260

㈱三島組 現場監督者 不問 210 ～ 260
㈱田中工業所 事務員 40 以下 160 ～ 185
㈲ニシオカ石材 墓石の施工、

販売 不問 176

（温泉地域）

㈱朝野家
営業係

不問
145 ～ 155

客室係 225 ～ 260
調理係 175
調理補助 165

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと
客室係 不問 198
調理師及び
見習い 35 以下 150 ～ 250

㈱井筒屋 客室係 不問 231 ～ 256
営業係 147 ～ 188

㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226

㈱寿荘
配膳係

不問
180 ～ 250

フロント 140 ～ 150
事務員 130 ～ 140

医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123 ～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

176 ～ 191
看護師 170 ～ 174
ケアマネージャー 146 ～ 149

富士綜合警備保障㈱
警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
機動パトロール
及び機械警備員 18 以上 140 ～ 170
営業 64 以下 150 ～ 200

㈱マルワフーズ
渡辺水産 食品製造 64 以下 128 ～ 149
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
30―

農
業
経
営
継
承
事
業
の
ご
案
内

　

全
国
農
業
会
議
所
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
後
継
者
の
い
な
い
認
定
農
業
者
の

３
割
は
第
三
者
に
経
営
を
譲
渡
し
て
も

良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
外
か
ら
新
た
に
農
業
を
志

す
新
規
就
農
希
望
者
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
農
地
の
確
保
や
資
金
、
技

術
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
経
営
継
承
事
業
で

は
、
経
営
を
第
三
者
に
移
譲
し
て
も
い

い
と
い
う
農
業
者
と
新
規
就
農
希
望
者

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
①
２
週
間
の
短
期

研
修
（
紹
介
派
遣
）
と
②
１
年
間
の
技

術
・
経
営
継
承
実
践
研
修
、
③
移
譲
農

業
者
に
対
し
て
は
、
１
年
間
の
研
修
期

間
中
、
月
額
９
万
円
の
研
修
助
成
が
あ

り
ま
す
。

　

経
営
継
承
に
当
た
っ
て
は
、
農
地
の

利
用
や
税
金
問
題
な
ど
も
出
て
く
る
た

め
、
研
究
者
や
弁
護
士
、
税
理
士
、
不

動
産
鑑
定
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
企

画
委
員
会
で「
経
営
継
承
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
に
専

門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

全
国
農
業
会
議
所

　
　
　
　

全
国
新
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
３
）
５
２
５
１
‐
３
９
０
８

広報しんおんせん（8月号）

　

農
業
の
高
齢
化
は
深
刻
で
、
後
継
者
が
い
な
い
農
家
は
一
定
年
齢
に
な
る
と
廃
業

し
た
り
、
大
幅
に
規
模
縮
小
し
、
農
地
の
遊
休
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
認
定

農
業
者
な
ど
の
中
核
的
な
担
い
手
も
例
外
で
は
な
く
、
販
売
農
家
の
半
数
は
後
継
者

が
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
今
回
は
、
経
営
を
第
三
者
に
移
譲
し
て
も
い
い
と
い
う

農
業
者
と
新
規
就
農
希
望
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
「
農
業
経
営
継
承
事
業
制
度
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
作
り
方

①
牛
肉
は
一
口
大
よ
り
長
め
に
切
る
。

②
鍋
に
だ
し
昆
布
を
入
れ
て
水
を
注

ぎ
、
煮
立
っ
た
ら
①
の
牛
肉
を
一
切

れ
ず
つ
入
れ
、
菜
ば
し
で
シ
ャ
ブ

シ
ャ
ブ
の
要
領
で
、
表
面
の
色
が
変

わ
る
程
度
に
火
を
通
し
、
す
ぐ
に
氷

水
に
と
っ
て
冷
や
す
。

③
き
ゅ
う
り
は
千
切
り
、
生
わ
か
め
は

さ
っ
と
湯
に
通
し
て
ざ
く
切
り
す
る
。

④
し
ょ
う
油
、
酒
、
酢
を
合
わ
せ
る
。

⑤
皿
に
牛
肉
を
並
べ
、
き
ゅ
う
り
、
わ

か
め
を
盛
り
合
わ
せ
、
に
ん
に
く
と

大
根
お
ろ
し
を
添
え
る
。

⑥
④
の
合
わ
せ
し
ょ
う
油
を
つ
け
て
食

べ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
但
馬
牛
肉
の
冷
し
ゃ
ぶ

◆材料（４人分）
・牛薄切り肉（赤身）・300 ｇ
・だし昆布・・・・10㎝
・きゅうり・・・・1 本
・生わかめ・・・・少々
・にんにく・・・・適宜
・大根おろし・・・適宜
（調味料）
・しょう油・・大さじ４
・酒・・・・・大さじ 2
・酢・・・・・大さじ 2

新規就農を希望する 
皆さんへ

　

後継者がいない農場の経営を
継承しませんか。経験豊富な
経営者が技術や経営管理のノ
ウハウを教え、販路・農地・
機械施設などの経営資産をあ
なたにバトンタッチします。

後継者のいない農業 
経営者の皆さんへ

あなたが築いた経営資産（技
術・農地・施設等）を埋もら
せることなく、新たな人材に
引き継ぎませんか。意欲ある
新規就農者があなたの後継者
となり、引退後も安心です。

新規就農者の就農の際の
　　　　主な課題（複数回答）

農地の確保 資金の確保 住宅の確保 営農技術習得

こ
の
人
の
経
営
を

継
承
し
た
い
…

こ
の
人
に

継
が
せ
た
い
…

よ
ろ
し
く

た
の
み
ま
す
よ

が
ん
ば
り
ま
す

農
業
経
営
の

イ
ロ
ハ
を
教
え
ま
す

一
生
懸
命

農
業
経
営
の

勉
強
を
し
ま
す

❶ 2 週間ほど事前体験！ ❷両者が合意すれば、
　半年～ 1 年間の技術・経営継承
　実践研修を実施

❸経営継承合意書を締結し、
　新たな経営がスタート

継承希望者 移譲希望農場
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広報しんおんせん（8月号）

浜坂県民サンビーチクリーン作戦
　多くの海水浴客が訪れる夏に向けて、浜坂県民サン
ビーチの環境保全、美化を図るため、7 月 13 日（日）「浜
坂県民サンビーチクリーン作戦」を実施しました。
　今年は神戸などから「ふるさと青年協力隊」の若者
22 人も参加し、地元住民ボランティアとともに海岸清
掃にあたりました。協力隊は、共同作業を通じて都市部
の若者と地域住民との交流を目的として活動を行ってい
る団体です。夏本番を思わせる暑さの中、2㌧のゴミが
収集され、多くの観光客が訪れる夏に向けての準備が整
いました。

白馬公園マガモの巣立ち式
　7 月 22 日（水）、浜坂白馬公園で町内の４保育所で
飼育されていたマガモの巣立ち式が行われ、園児ら約
160 人が参加しました。
　マガモは、日ごろ水鳥広場でカモの世話をしている田
中瑞穂さん（清富）が、マガモの飼育を通じて生き物
を大切にする心を育んでもらおうと、マガモのヒナを 6
月上旬から約１ヶ月間町内の保育所に預けていたもので
す。今年は新たにゆめっこランドにもヒナが預けられ、
放された４羽のカモは、園児らが見守るなか池へと歩き
出し、園児たちは「また会いに来るね」と呼びかけました。

　但馬三大祭りの一つ「川下大祭」が 7 月 19 日（土）
から21日（月）にかけて、浜坂地域で盛大に行われました。
　この祭りは、江戸時代中期から続く宇都野神社の例祭
で、20 日（日）には、神社で麒麟（きりん）獅子舞が奉
納された後、地元の子どもたちが引く鉾や神船などが次々
と神社を出発し、神輿（みこし）も威勢よく町内へと繰り
出していきました。この日の夕方に御旅所に到着し、神輿
と榊（さかき）による激しいぶつかり合いの後、獅子舞が
奉納され、大勢の見物客から盛んな拍手が送られました。

川下大祭

　7 月 19 日（土）、湯村温泉街で商店街夏まつり「第
16 回荒湯天狗まつり」が開催されました。
　この祭りは商売繁盛と家内安全を願うお祭りで、今年
で 16 回目を迎えます。この日は、荒湯天狗の山車を引
くパレードをはじめ、杜氏組合による酒造り唄、たくさ
んの夜店やビンゴ大会などの多彩なアトラクションが催
されました。そして、夏の風物詩となっている但馬牛ま
つりのＰＲをかねた但馬牛感謝祭「灯籠絵巻」の点灯式
も行われ、湯村温泉街は多くの来場者でにぎわいました。

荒湯天狗まつり
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　　　　　　　　　　　新規学卒・Ｕターン就業者激励会

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（8月号）

　7 月 5 日（土）、「TAJIMA クラシックパーク vol.8」
高橋多佳子ピアノリサイタルが夢ホールで行われまし
た。高橋さんはショパン国際ピアノコンクールで第 5
位に入賞するなど、日本を代表する実力派ピアニストと
して国内外から高い評価を得ています。会場内は、高橋
さんのピアノが織り成す素敵な音色が響き渡りました。
　また、2 日（水）にはピアノを学ぶ町内の小中高生を
対象に演奏指導が行われ、高橋さんの指導に生徒らは熱
心に聞き入りました。

　7 月 3 日（木）、町民センターで、「新規学卒者・Ｕター
ン就職者激励会」が開催されました。今春新たに学校を
卒業、またはＵターンなどで町内の事業所に就職した
15 名が参加しました。
　会では「新社会人としての心構え」と題して高垣芳郎
さんによる記念講演が行われ、講演後に参加者らは馬場
町長を囲み、社会人になった感想や目標を述べました。

　7 月 10 日（木）、真夏の日差しが照りつける中、浜
坂県民サンビーチで海開きが行われました。海開きに先
立ち、馬場町長をはじめ松岡観光協会長など関係者約
20 人が出席し、神事が執り行われ、シーズン中のより
多くの海水浴客の来場と海の安全を祈りました。
　その後、招待された浜坂幼稚園の園児 37 人がさっそ
く波打ち際へと走り出し、歓声を上げながらひざ上まで
水につかって波とたわむれたり、砂遊びを楽しんだりと、
今年一番乗りの海を楽しみました。

浜坂県民サンビーチ海開き

　日本の文化や生活習慣を体験するため、7 月 12 日（土）
から 7 月 23 日（水）までの 12 日間、香港大学などか
ら５名の学生がホームステイに来町しました。
　この事業は、新温泉町国際交流協会の取り組みで、本
町を訪れた 5 名は、温泉小学校を訪れ児童たちと交流
を深めたり、畳製作体験や紙すき体験などを通じて日
本の文化に触れました｡ 12 日間のホームステイを終え、
帰国の際にはそれぞれのホストファミリーとの別れを惜
しんでいました。

香港学生ホームステイ

ＴＡＪＩＭＡクラシックパーク
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.8.14

ご
案
内

広報しんおんせん（8月号）

「
鳥
舞
魚
躍
、
風
の
町
は
ま
さ
か

　

絵
手
紙
展
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

８
月
９
日
（
土
）
～

　

９
月
10
日
（
水
）

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
各
地
区
公
民
館
で
絵
手

紙
教
室
の
講
師
を
し
て
い
る
木
本
博

明
さ
ん
（
浜
坂
在
住
）
の
作
品
と
、

そ
の
教
室
の
生
徒
さ
ん
の
作
品
等
を

展
示
し
ま
す

▼
展
示
数　

約
５
７
０
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

移
動
図
書
館「
さ
さ
ゆ
り
号
」

運
行
日
の
変
更
に
つ
い
て

　

移
動
図
書
館
「
さ
さ
ゆ
り
号
」
の
運

行
日
程
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▼
熊
谷
・
鐘
尾
方
面

　

変
更
前　

８
月
15
日
（
金
）

　

→
変
更
後　

８
月
22
日
（
金
）

▼
八
田
方
面

　

変
更
前　

８
月
22
日
（
金
）

　

→
変
更
後　

８
月
29
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂 

お
盆
の
営
業
に
つ
い
て

　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
は
、
毎
週
木
曜
日

休
館
で
す
が
、
お
盆
期
間
中
の
８
月
14

日
（
木
）
は
、
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
０
８
０

第 41 文教府夏期大学

◇と　き　８月 23 日（土）
　　　　　午前 10 時～午後２時 50 分
◇ところ　豊岡市民会館（豊岡市立野町）
◇内　容　
　講演Ⅰ「さらーむの里」からのメッセージ　
　　　　―日本人はイスラームとどうつきあうか―
　講師　国際日本文化研究センター名誉教授・前所長

　　　片倉もとこ氏
　講演Ⅱ「心も体も健康、希望高く生きよう」
　講師　キャスター　生島ヒロシ氏
◇参加費　1,500 円

―問い合わせ―
文教府夏期大学実行委員会

（県立但馬文教府内）
℡（０７９６）２２ ‐ ４４０７

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
麻
酔
科
の
休
診
に
つ
い
て

　

次
の
期
日
は
、
医
師
の
都
合
に
よ
り

麻
酔
科
外
来
の
診
察
が
休
診
と
な
り

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
休
診
日　

8
月
15
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

お
知
ら
せ
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カ
ネ
ミ
油
症
一
斉
健
診
及
び

健
康
実
態
調
査
の
実
施

▼
健
診

◇
と
き　

10
月
10
日（
金
）、15
日（
水
）、

17
日
（
金
）、
20
日
（
月
）、
の
計
４

日
間　

各
日
と
も
午
後
１
時
か
ら
受

付
開
始

◇
と
こ
ろ

　

大
阪
府
立
急
性
期

　
　
　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー（
大
阪
市
）

◇
対
象
者

　

県
内
在
住
の
カ
ネ
ミ
油
症
患
者

　
　
　
　
　
　
　
（
未
認
定
者
を
含
む
）

◇
受
診
申
込
期
限　

９
月
１
日
（
月
）

▼
健
康
実
態
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

平
成
21
年
３
月
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

協
力
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者

　

県
内
在
住
の
カ
ネ
ミ
油
症
患
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
定
者
に
限
る
）

※
未
認
定
の
方
は
、
患
者
認
定
さ
れ
た

段
階
で
調
査
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
健
康
福
祉
部

　
　
　
　
　
　
　

健
康
局
生
活
衛
生
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
２
５
７

平
成
21
年
新
温
泉
町 

ふ
る
さ
と
の
成
人
式

　

次
の
と
お
り
、
ふ
る
さ
と
の
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
21
年
１
月
11
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
新
温
泉
町
湯
９
９
０
‐
８
）

▼
対
象
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～

　

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
本

町
に
住
所
の
あ
る
方
、
も
し
く
は
本

町
出
身
の
方

▼
案
内
状
の
送
付
に
つ
い
て　

平
成
20

年
10
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

を
も
と
に
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
町
外
に
住
所
異
動
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
社
会
教
育
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

広報しんおんせん（8月号）

H20（2008）.8.14

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

8月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

8月27日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

8月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

8月21日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

※
開
会
時
間
、
内
容
に
つ
い
て
は
11
月

頃
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
成
人
式 

実
行
委
員
会
委
員
募
集

　

平
成
21
年
の
新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
の

成
人
式
を
企
画・運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容　

平
成
20
年
９
月
～
平
成
21
年

１
月
に
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催

▼
条
件　

平
成
21
年
ふ
る
さ
と
の
成
人

式
参
加
対
象
者
の
方
、
町
内
在
住
で

成
人
式
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
意

欲
あ
る
方
で
、
平
日
の
午
後
７
時
30

分
以
降
の
会
議
に
出
席
可
能
な
方

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い

▼
募
集
期
限　

９
月
５
日
（
金
）

―
問
い
合
わ
せ―

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

TEL
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

FAX
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
１
５
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

syakai@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

昨年の成人式の様子
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広報しんおんせん（8月号）

個
人
事
業
税
・
個
人
住
民
税
の

納
税
に
つ
い
て

個
人
事
業
税

　

個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
、
住
民
税

と
は
別
に
個
人
で
事
業
を
行
う
方
に

か
か
る
税
金
で
す
。
期
限
ま
で
に
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
等
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
第
1
期
納
期
限　

9
月
1
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

豊
岡
県
税
事
務
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
０
０
１
㈹

個
人
住
民
税

　

個
人
住
民
税
は
、
県
民
税
と
町
民
税

を
あ
わ
せ
て
町
が
課
税
し
、
徴
収
す

る
税
で
す
。
普
通
徴
収
の
方
は
、
原
則

年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

▼
第
２
期
納
期
限　

9
月
1
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

巡
回
多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

専
門
家
が
比
較
的
少
な
い
地
域
で
の

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
借

金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
は
一
人
で
悩

ま
ず
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
　
　
（
１
人
あ
た
り
約
40
分
）

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館（
豊
岡
市
）

▼
主
催　

兵
庫
県
多
重
債
務
者
対
策
協

議
会
、
兵
庫
県
司
法
書
士
会

▼
対
象
者

　

県
内
在
住
の
借
金
で
お
困
り
の
方

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

℡
（
０
７
９
）
６
７
６
‐
３
３
６
８

初
歩
か
ら
始
め
る
「
古
文

書
教
室
」
参
加
者
募
集

　

浜
坂
先
人
記
念
館
で
は
、
本
町
の
歴

史
や
自
宅
の
蔵
や
押
入
れ
に
し
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
古
文
書
に
興
味

や
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、
初
歩
か
ら
始
め
る｢

古
文
書
教
室

｣

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
20
日
（
土
）、
10
月
18

日
（
土
）、
11
月
15
日
（
土
）、
平
成

21
年
２
月
21
日
（
土
）、
３
月
21
日

（
土
）　

全
５
回　

時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
主
催　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　

浜
坂
先
人
記
念
館
所
蔵
の
古

文
書
を
使
っ
て
、
初
歩
か
ら
読
み
方

を
学
習
し
ま
す

▼
講
師　

前
浜
坂
先
人
記
念
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部　

良
一
氏

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
）

※
た
だ
し
、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命

亭
」
の
年
間
入
館
券
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
古
文

書
の
解
読
が
未
経
験
の
方
。
原
則
５

回
の
日
程
に
全
て
参
加
で
き
る
方
。

▼
募
集
人
員　

15
名
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限　

８
月
31
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

募　

集

明
治
の
水
路
を
歩
こ
う
！ 

‐
自
然
観
察
と
わ
さ
び
の
植
え
付
け
、

収
穫
体
験
‐
参
加
者
募
集

　

明
治
３
年
に
完
成
し
た
水
路
は
、
現

在
も
用
水
や
発
電
所
の
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
水
路
の
歴
史
を
た
ど
り
、
涼

し
い
森
の
中
を
自
然
観
察
ハ
イ
キ
ン
グ

し
な
が
ら
、
道
中
で
わ
さ
び
の
植
え
付

け
や
、
収
穫
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
21
日
（
日
） 

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
集
合

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人
１
５
０
０
円
、

　

小
・
中
学
生
５
０
０
円

▼
募
集
人
員　

先
着
30 

名

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▼
服
装　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、

帽
子
、
手
袋

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０
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第
33
回
但
馬
文
学
の
つ
ど
い

作
品
募
集

　

但
馬
に
お
け
る
短
詩
型
文
学
活
動
の

活
性
化
を
目
指
し
て
、
短
歌
・
俳
句
・

冠
句
・
川
柳
の
合
同
作
品
発
表
と
研
さ

ん
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
15
日
（
土
）

　

午
前
９
時
40
分
～

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
文
教
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

▼
対
象　

短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ
員
お

よ
び
関
心
の
あ
る
方
、
児
童
・
生
徒

▼
応
募
点
数

◇
一
般
の
部　

各
部
門
１
人
１
点

◇
児
童
・
生
徒
の
部　

い
ず
れ
か
１
部

門
で
１
人
１
点

▼
参
加
費　

１
部
門
１
０
０
０
円
（
児

童
・
生
徒
は
、
無
料
）

▼
募
集
期
限

◇
一
般
の
部　

９
月
１
日
（
月
）

◇
児
童
・
生
徒
の
部　

９
月
５
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
但
馬
文
教
府　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
及
び
受
験
講
習

▼
試
験
日
程

◇
と
き　

11
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
）

▼
受
験
講
習
日
程

◇
と
き　

９
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
来
市
和
田
山
町
）

▼
試
験
及
び
講
習
手
数
料

◇
試
験
手
数
料　

５
０
０
０
円

◇
講
習
手
数
料　

７
５
０
０
円

▼
申
込
書
配
布
期
間

　

８
月
18
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

▼
受
付
期
間

　

８
月
25
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

▼
受
付
場
所

　

役
場　

上
下
水
道
課

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
下
水
道
公
社　

　

℡
（
０
７
８
）
３
９
１
‐
９
１
０
１

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
施
設
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

平
成
20
年
度
兵
庫
県
職
員
中
級
・

初
級
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
第
１
次
試
験

◇
と
き　

９
月
28
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ　

神
戸
会
場
、
姫
路
会
場
、

豊
岡
会
場
の
い
ず
れ
か
を
選
択
可

▼
申
込
方
法　

郵
送
、持
参
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
下
さ
い

▼
受
付
期
間　

８
月
15
日
（
金
）
～

　

９
月
５
日
（
金
）（
必
着
：
郵
送
）

※
申
込
方
法
に
よ
り
締
め
切
り
が
異
な

り
ま
す

▼
そ
の
他　

募
集
職
種
、
受
験
資
格
な

ど
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
試
験
案
内

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

pc02/pc01_000000032.htm
l

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

試　

験

お
詫
び
と
訂
正　

7
月
24
付
け
発
行
の

「
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
（
お
知
ら
せ
版
7

月
号
）」
の
掲
載
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
８
ペ
ー
ジ　

8
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
律
相
談
の
場
所

（
誤
）　

浜
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
正
）　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
～
に
」




